
し
か
も
最
近
、
本
山
、
霊
跡
寺
院
に
お
い
て
世

襲
、
或
い
は
有
力
者
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る
独
占
化

が
進
み
、
法
類
は
血
縁
、
経
済
力
に
よ
る
勢
力
拡

大
の
土
壌
と
な
っ
て
い
る
観
が
あ
る
。
こ
う
し
た

状
況
は
、
法
類
の
ト
ッ
プ
に
学
徳
を
兼
備
し
た
指

標
と
な
る
人
材
の
登
用
を
妨
げ
、
健
全
な
機
能
を

果
た
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

法
類
が
今
後
も
存
続
す
る
な
ら
ば
、
法
類
は
法

類
内
の
有
能
な
人
材
の
発
掘
に
勤
め
、
教
育
、
扶

助
に
尽
力
す
る
こ
と
が
存
在
の
大
き
な
意
義
で
あ

ろ
う
と
思
う
。
法
類
寺
院
へ
の
他
法
類
か
ら
の
晋

薫
も
拒
む
べ
き
で
は
な
く
、
法
類
寺
院
間
の
統
廃

合
は
勿
論
の
こ
と
、
法
類
の
異
な
る
寺
院
の
統
廃

合
が
可
能
な
場
合
に
は
宗
門
、
他
の
関
係
人
と
協

力
し
て
善
処
す
べ
き
で
あ
る
。

も
し
、
法
類
が
宗
門
活
性
化
の
た
め
に
機
能
し

な
い
な
ら
ば
、
法
類
の
存
在
意
義
は
薄
い
。

㊤
僧
侶
に
と
っ
て
の
過
疎
問
題
と
は

一
に
意
識
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
信
仰
心
の

問
題
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
日
蓮
宗
僧
侶

は
江
戸
時
代
、
制
度
の
中
に
抱
え
込
ま
れ
、
さ
ら

に
明
治
以
降
世
襲
化
の
中
で
積
極
的
な
本
化
の
宗

風
を
失
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
は
教

育
の
問
題
に
も
関
わ
る
が
、
寺
の
子
と
し
て
生
ま

れ
た
者
が
、
一
個
の
人
間
と
し
て
い
か
に
生
き
る

か
、
仏
教
と
は
、
僧
侶
と
は
何
か
を
自
覚
し
て
、

住
職
と
な
る
の
で
な
け
れ
ば
、
今
後
の
日
蓮
宗
の

展
望
は
開
か
れ
ま
い
。

考
慮
す
べ
き
点
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
る
。

ィ
、
親
は
師
僧
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

れ
は
釈
尊
以
来
の
定
則
で
あ
っ
た
が
、
今

日
で
は
破
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
師

は
本
人
が
求
め
、
決
め
る
べ
き
で
あ
る
。

口
、
現
行
の
宗
門
教
育
の
中
で
、
教
団
論
が
ま

っ
た
く
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、

日
蓮
宗
が
存
在
す
る
必
要
が
在
る
の
か
、

日
蓮
聖
人
と
、
寺
院
と
、
宗
門
と
の
不
可

分
の
関
係
な
ど
が
論
明
さ
れ
て
い
な
い
。

ハ
、
布
教
の
現
場
で
の
生
き
た
法
華
経
に
触
れ
、

法
華
経
を
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

教
育
に
留
学
制
を
取
り
入
れ
て
、
各
地
方

の
法
華
経
者
に
体
験
入
門
す
る
こ
と
も
一

案
で
あ
る
。

過
疎
現
象
に
対
す
る
日
蓮
的
視
座

最
後
に
、
こ
う
し
た
過
疎
現
象
を
更
に
よ
り
深

く
自
ら
の
課
題
と
し
て
理
解
す
る
た
め
に
は
、
日

蓮
聖
人
の
宗
教
的
立
場
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

日
蓮
聖
人
の
宣
教
は
、
そ
の
信
仰
を
確
立
す
る

前
提
に
、
深
い
現
実
洞
察
と
広
い
社
会
認
識
が
あ

る
。
そ
の
基
準
と
な
る
の
か
教
機
時
国
序
(
師
)

の
「
五
誌
判
」
で
あ
る
。
こ
の
五
誌
判
が
仏
教
史

上
、
他
の
祖
師
の
教
判
と
異
な
る
最
大
の
特
徴
は
、

基
準
を
横
根
或
い
は
時
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、

広
く
多
角
的
総
合
的
な
五
つ
の
範
疇
に
因
っ
て
人

類
の
指
導
原
理
を
究
明
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

略
述
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

知
教
判
は
、
宗
教
教
理
の
比
較
究
明

知
機
判
は
、
教
を
受
容
す
る
人
間
の
機
根
の

善
悪
、
優
劣
等
の
検
討

知
時
判
は
、
教
の
弘
ま
る
時
代
の
特
性
の
検

討知
国
判
は
、
教
の
依
所
と
し
て
の
国
の
歴
史

的
・
社
会
的
地
理
的
特
質
の
検
討

知
師
(
序
)
判
は
、
教
法
の
流
通
の
歴
史
と
、

そ
れ
を
主
体
的
に
担
う
弘
適
者
の
資
格
の
検

討
こ
の
よ
う
に
、
五
義
判
は
総
合
的
な
社
会
認
識

に
立
脚
し
た
教
判
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た

正
義
判
に
よ
っ
て
、
末
法
相
応
、
最
勝
の
法
華
経

が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
五
義
を
能
判
、

明
鏡
と
し
て
、
過
疎
問
題
を
知
時
制
、
知
国
判
に

照
ら
し
合
わ
せ
た
と
き
、
現
在
の
宗
門
は
「
時
を

知
ら
ず
、
国
を
知
ら
ず
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

又
法
華
経
教
理
の
根
幹
で
あ
る
「
一
念
三
千
」
に

も
、
色
心
の
相
即
と
し
て
、
内
面
と
外
界
と
の
干

渉
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。

「
一
念
三
千
」
の
教
理
は
、
衆
生
の
念
々
消
滅

す
る

(
内
的
)
刹
那
の
一
念
と
(
外
的
)

三
千
世

間
の
相
関
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
一
念
は
三
千
世

間
の
影
響
を
受
け
て
変
容
し
、
一
念
は
三
千
世
間

に
投
影
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
三
千
世
間
は
、
一
念
の
迷
信
を
分
別
し
た

十
界
、
そ
し
て
そ
の
変
化
・
活
動
態
で
あ
る
十
如

と
、
そ
の
事
相
態
で
あ
る
三
世
間
(
五
陰
世
間
・

衆
生
世
間
・
国
土
世
間
)

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
中
で
、
殊
に
衆
生
世
間
と
国
土
世
間

が
、
一
念
を
構
成
し
、
決
定
す
る
要
素
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
を
今
日
的
に
解
釈
す
れ
ば
、
衆
生
世
間
は

社
会
国
家
、
国
土
世
間
は
自
然
環
境
で
あ
ろ
う
。

さ
す
れ
ば
、
社
会
、
国
家
等
の
人
為
的
営
為
、

ま
た
気
候
、
山
川
草
木
等
の
環
境
の
変
化
も
人
心

と
相
即
相
応
す
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
理
解
に
立
っ
て
、
串
柿
と
し
て
の
過

疎
現
象
を
捉
え
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
整
理
で

き
る
。a

、
宗
教
心
の
欠
如
に
よ
る
自
然
環
境
の
破
壊

の
中
で

b
、
国
家
・
地
方
行
政
の
施
策
の
結
果
と
し
て

C
、
法
華
経
者
の
主
体
的
立
場
か
ら

a
、
b
は
「
立
正
安
国
」
の
精
神
に
立
脚
し
た
と

き
に
明
確
に
理
解
さ
れ
よ
う
。

日
蓮
聖
人
は
天
変
・
地
天
等
の
自
然
災
害
を
人

心
と
相
関
す
る
も
の
と
し
、
宗
教
心
の
荒
廃
、
行

政
の
廉
欄
等
に
よ
り
災
厄
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
し

て
い
る
。
こ
の
原
理
で
、
現
時
を
把
え
れ
ば
人
類

の
エ
ゴ
・
物
量
的
満
足
重
視
の
心
が
水
・
土
壌
等

の
環
境
を
汚
染
し
、
人
体
を
蝕
み
、
国
土
を
浸
蝕

破
壊
し
て
、
仏
身
・
仏
国
土
を
損
っ
て
い
る
と
見

ら
れ
る
。

こ
の
心
が
行
政
的
に
も
第
一
次
産
業
を
軽
視
し
、

工
業
を
過
重
視
し
た
政
策
は
農
地
を
不
毛
の
荒
野

と
化
し
、
都
市
へ
人
口
・
機
能
の
一
極
集
中
を
招

き
、
人
々
を
地
方
か
ら
都
市
へ
と
移
住
さ
せ
る
結

果
と
な
っ
た
。
そ
の
歪
み
と
し
て
都
市
近
郊
の
土

地
の
異
常
高
騰
が
あ
り
、
住
宅
難
が
引
き
起
こ
さ

れ
、
通
勤
地
獄
が
あ
る
。

近
代
の
高
度
成
長
時
代
に
お
い
で
は
、
一
極
集

中
型
の
体
制
を
取
る
ほ
う
が
経
済
的
に
は
優
利
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
反
し
て
人
間
を
含
む
自
然
へ

の
配
慮
が
あ
ま
り
に
も
足
り
な
か
っ
た
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
自
然
の
中
で
生
か
さ
れ
て

い
る
人
類
と
い
う
観
点
か
ら
、
過
疎
問
題
に
も
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

二
十
世
紀
の
今
日
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
等
の
排
気
ガ

ス
に
よ
っ
て
異
常
気
象
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
森
林

の
乱
伐
か
ら
緑
地
が
砂
漠
と
化
し
、
洪
水
を
お
こ

し
飢
饉
を
招
く
こ
と
が
地
球
規
模
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

こ
う
し
た
諸
現
象
の
一
端
に
、
過
疎
問
題
も
位

置
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

C
の
法
華
経
者
と
し
て
の
過
疎
問
題
と
は
、
法

華
経
を
信
仰
す
る
異
体
同
心
の
心
地
か
ら
、
過
疎

地
寺
院
の
人
々
の
苦
悩
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
受

け
止
め
、
過
疎
地
寺
院
問
題
に
取
り
組
む
過
程
を

通
し
て
、
広
く
社
会
問
題
に
眼
を
開
き
、
自
ら
の

信
行
を
確
立
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
法
華
経
信
仰
者
の
姿
勢
が
、
日
蓮
宗

過
疎
地
寺
院
問
題
を
打
開
し
、
宗
門
を
明
日
に
向

け
て
一
歩
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
続
く
も
の
と
信
じ

る
。
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